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202３～202４ 
 
  役 員 
 
 

 

 
４月 
誕生日 

会  長  石田由美子 

副会長   武田寿子 

書  記    福田宏子 

会  計    小林康男、郡家学 

会計監査  加藤光信、若林成幸 

担当主事 橋本唯 

メネット連絡 小林貴美子 

直前会長  小林康男  

石原美生子（２４）   

 

 

 例会出席者数   名（ズーム名）  

在籍会員数     １９名 

出席会員数     名（ズーム名） 

出 席 率      ％  

メイクアップ(内数)    名 

メネット・コメット・孫メット 名（ズーム０名） 

ゲスト・ビジター  名（ズーム０名） 

例会充足率    ％ 

アソシエイト会員 名（ズーム０名） 
  

にこにこＢＯＸ 8,000 円 累  計 42,900 円  

ファンド（たかラムネ）17,950 円  

                  累  計 43,065 円 

 （真菰茶）  円 累  計 24,375 円    

 (豚肉)         0 円 累  計 5,000 円 

 ファンド合計    115,340 円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P)     Urlik Lauridaen (Denmark) 

    主 題       “Let Your Light Shine”   「輝かそう、あなたの光」 

      スローガン   “Good Communication Is the Cornerstone in Every Cooperation” 

        「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

アジア太平洋地域会長(AP)  Keiko Tonegawa  （Japan） 

 主 題     “Be the Iight for change  「変革のための光となろう」 

      スローガン   “Shine and empower through fellowship  「親睦を通じて輝き、力を得よう」 

西日本区理事(RD)  深谷 聡 （名古屋クラブ） 

      主 題      「未来に灯そう（ともそう）きぼうの光」 

      副 題     「互いに認め合う 世界の友」 

六甲部長        井出 浩 （神戸クラブ） 

     主 題    「YMCAとのさらなる協働を目指して」 

宝塚クラブ会長    石田由美子 

主 題      「楽しくなければワイズじゃない！」  No enjoyment ,no Y’s  Iife 

 
 
 

２０２４年２月例会（ハイブリッド） 
日  時 ： ２０２４年４月１０日（水)１８：３０ 
場  所 ：    宝塚西公民館 
会  費        １５００円 
ドライバー     多胡葉子 小林康男 
開会点鐘     石田由美子会長 
ワイズソング     全   員 
聖書・今日の聖句   福田宏子 
ゲスト・ビジター紹介    会  長 

   会  食 
   お  話 
      蓬莱 元次（ほうらい もとつぐ）さん 
       「希望の家の事業と私の関係」 
 

各委員会報告 
ＹＭＣＡ報告 
ニコニコファンド 

   誕生日のお祝い       会  長 
   ニコニコファンド 

閉会点鐘  石田由美子会長 
 
 
 
         

今月のテーマ ： RBM 〈ロールバックマラリア〉 
 
   世界の人をマラリア救うために。RBM 献金を！ 
 

地域奉仕・環境事業主任  川口 恵 （名古屋） 
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聖   句 

 

       「イエスが、『マリア』と言われると、彼女は振り向いて、ヘブライ語で、 

『ラボニ』と言った。『先生』という意味である」 

                新約聖書・ヨハネによる福音書２０章１６節 

 

 

随     想 

 

      3 日前の金曜日、イエスはゴルゴタの丘で十字架に処され、死んで墓に葬られました。 

そして日曜日の早朝、マグダラのマリアは墓に向かいましたが、3 日前に閉じたはずの墓の 

蓋石があいたままになっていて、おさめたはずのイエスの遺体がなくなっていました。 

マリアは気が動転しました。人は愛する者と共にいたいのです。たとえ、死という 2 人の 

仲を引き裂くような深淵が横たわっていたとしても、一緒にいたいのです。マリアはイエスと共に 

いたいのです。それがイエスの亡骸であったとしても共にいたいのです。 

      「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置いたのか教えてください。わたしが、 

あの方を引き取ります」（15 節）。これはそこにいた人に尋ねたマリアの言葉です。 

この「引き取る」に、イエスに対する彼女の熱い思いが伝わってきませんか。 

 「マリア」。 

この懐かしい呼びかけにマリアは振り向きます。話をしていた人は園丁だと思っていたのです。 

違いました。イエスでした。彼女は思うこと、考えること、願うことなにもかも後ろ向きで、 

過去の思い出に余生を暮らそうとしていました。しかし、イエスのこの呼び声に、マリアは主の 

真正面に立ちました。 

      私たちは過去の事柄に後悔し、滅び行くものに執着し、これ以上無くさないように後ろ向きに 

生きることが多いです。しかしそんな時、イエスが私たちの後ろから声をかけてくださいます。 

その声がした方向に振り向くことで、私たちの人生を前向きの歩みへと変えてくださいます。 

そして、実は声のかかったイエスのほうに私たちが振り向くこと、それが、毎週の礼拝に 

おいて起こっている事柄なのです。 

      イエスの真正面に振り向く者は、イエスの復活という喜ばしい使信を持ち運ぶ使者、福音の 

証し人として遣わされていきます。 

      絶望して過去の思い出に生き、人生に対して後ろ向きだったマリアは、復活のイエスと 

向かい合うことによって、喜ばしい音ずれの使者の証し人とされました。これが聖書で言う 

前向きに生きる、ということです。マリアは喜びに満ちて「（亡骸の主ではなく生ける）主を 

見ました」と弟子たちに知らせました。 

     振り向くと喜びが待っています。 

 

                                                浦上結慈 
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3 月 13 日（水）18 時 30 分より宝塚西公民館で 3 月例会が石田会長の開会点鍾で開始された。「中食ビ

ジネス・サラダカンパニーの取り組み」と題して中野郁夫氏から大変興味深いお話を伺った。中野氏は神戸商

工会議所に勤務後、地域社会の経済振興のリーダーとして活躍、2002 年、ロック・フイールド社に転職現在

参与として経営トップのアドバイザーとして重責を担っている。神戸コ

ロッケや多様なサラダで人気のロック・フィールド社は現在 315 店を

全国で営業している。その生い立ちと特徴、おいしさの原点は新鮮さ

を売りに、今や 1500 人の社員を抱え、環境にやさしく働く人々に快

適な企業に成長するまでの軌跡を伺った。創業者の岩田弘三氏が、

レストラン・フックを南京町に開業して以来、デリカテッセン、ガストロノ

ミーなどを経て日常的なお惣菜を、デパートや新鮮で人気の色鮮や

かなバランスサラダの総菜をとして展開するまでのさまざまな試行錯

誤は大変興味深いものでした。    

また、社員をトップ企業のトヨタに研修に出し、異業種の生産工

程の見える化、とパーツ化、キット化を取り入れ、店舗のキッチンでは

各野菜を最終の盛り付けすることにし、効率化や新鮮さを工夫しているという。マヨネーズも自社で作成、全国

で、おいしい野菜農家と契約し、野菜の洗浄も人間の手で一枚一枚丁寧に行っており、鮮度を保つことを、サ

ラダの中に未来がある、サラダは美しい、楽しいをモットーに、新しい日本食を目指し展開しているという。また

岩田氏は南京町の「春節祭」の立ち上げや神戸オリジナリティ研究会にも関わり、神戸の振興に寄与している

という大変興味深いお話を伺い、各委員会報告、誕生日祝いの後、石田会長閉会点鍾をもって、例会は終了

しました。    

武田寿子 

 

 

 

 

 

日時：3 月 20(日)18:30~20:30 

会場：宝塚西公民館 

出席：青柳、多胡、長尾、福家、石田、福田ｈ 

1． 例会スピーカー 

4 月 10 日 蓮莱元次さん 社会福祉法人希望の家 

5 月 08 日 神戸 YMCA：松田氏は先約あり。 阪田氏：「能登半島支援報告」武田さんに連絡要請 

6 月 23 日 23 年度総括 総会 

２．3 月 23 日(土)「揚がれ、希望の凧」阪神自立の家 11 時仁川集合、各自で昼食準備 

３．西日本区大会登録： 4/20 締め切り 

４．4/16(火) 18:30  大坂土佐堀クラブ 4 月例会 「英語落語」青柳、石田、多胡、長尾、福田 h 出席 

３月第一例会報告 

 

        ３月第二例会報告 

 



 宝塚ワイズ 2024 年４月号  

4 

 

5.   4/27（土）14:00 神戸ポートクラブ：チャリテイコンサート 聖愛協会￥2,000 

6.  ロースター校正締め切り：清水ワイズ未済 

7.  ファンド: 豚肉販売は中止 

8.   DBC:「Kyoto Well」涌田泰一会長：締結は未定：ブリテン送付 

9.  メネット委員会：4/12(金)2:00p.m.~4:00p.m.「春の講演」宮田泰子氏(神戸西クラブ特別メネット 

         YMCA 元職員):神戸 YMCA2F チャペル 

          「茶話会」フロインドリーブカフェ 費用:￥1,000 

10. ブリテン 

11.  「余島リーダー支援の本」販売協力：クラブとして 1 冊￥5,000 の協力要請：武田さんより 

 

書記 福田宏子 

 

 

 

 

 

氏 名  蓬莱 元次（ほうらい もとつぐ） 

所 属  社会福祉法人希望の家 理事長  総合施設長 

経 歴  昭和 45 年 4 月〜平成 3 年 3 月  宝塚市職員 

       平成 10 年〜現在      社会福祉法人「希望の家」入職し現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２４年３月１６日（土）、今年度第 2 回評議会が神戸 YMCA チャペルで開催

されました。六甲部メンバー１２３名の 1/3 を超える４７名の定数を確認。 

 開会点鐘、部長、会計中間報告、主査、委員長活動中間報告、会長活動中

間報告のあと、議案提案に関する協議が行われました。 

 ４件提案されている議案の内、２件は第１回評議会からの継続審議であり今回

で決着する事が重要課題です。内容は次の通り。 

１．１号議案は次期における次期部長推薦 

  柳敏晴ワイズ（神戸西クラブ）承認 

２．２号議案は六甲部から輩出の理事は六甲部各クラブが理事を支援する 

  理事活動にかかる経費を各クラブ、各個人の献金で負担して支える。 

  献金である事から使途明細は求めない。 

３．３号議案は六甲部評議会成立緩和のための条件 

２０２３－２４六甲部評議会・懇親会 

会長挨拶 

ゲストプロフィール 

会長挨拶 
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  現行の部員数の 1/3 以上を守りつつ、①委任状を認める ②ZOOM での参 

加を認める、但し発言は出来るが事前に委任状を提出、で承認。 

  4 号議案として、定数を 1/4 とし委任状、ZOOM を認めない、が出されてい    

たが議案提出者が取り下げ、結果として第 3 号議案が最終決定となりまし 

た。 

 終了後、近くの中華料理店で久しぶりの交流会が持たれ去年までは考えられ

なかったびっしりピッタリの状況で美味しい台湾料理とお喋りを楽しみました。  

                                                       石田 由美子 

 

 

 

 

 

宝塚市国際交流協会法人・団体懇話会報告 

 ２０２４年 3 月 3 日（日）13：30 から上記懇話会が宝塚国際・文化交流センターで開催され団体メンバーでも

ある宝塚ワイズメンズクラブを代表して出席しました。 

外部団体、TIFA 関係者など合わせて約５０名の参加者がセンター中央のホールに 

座り、所属メンバーの多さに驚きました。 

13:30 に開会し、宝塚市長、県民局長など来賓のご挨拶読み上げ、法人・団体会員を 

スライドで紹介、又、TIFA 活動紹介がスムーズに進み理解不足であった私にはよい 

学びになりました。 

 この日のハイライトは新疆ウイグル自治区「シルクロード・ローラン歌劇団」のジャミラさん率いる 6 名の歌と踊

りです。 

鮮やかな衣装と軽快な動きは大変魅力的でした。代表のジャミラさ

んご夫妻は日本の大学で知り合い、現在は大阪ミナミでウィグル料

理レストランを経営しながら文化を伝えておられるとの事です。 

 その後ワインとウーロン茶とおつまみで懇親会が開かれました。 

国際団体であるワイズメンズクラブはこのような繋がりを大切にした

いと思います。 

石田 由美子 

 

 

    揚がれ希望の凧揚れ！希望の凧！ 

 毎年の行事の一つ、揚れ！希望の凧！ 

今年は 1 月には能登半島で起こった震災、そして世界に目を向けるといまだに終わりの見えない戦禍の中で

苦しむウクライナ、ガザ、イスラエルの人々。それらの地域の人々への寄り添いの気持ちを届ける凧揚げ！ 

開催日の３月２３日はあいにくの雨の 1 日になった。 

第一部として予定していたむこにゃん広場での凧揚げは中止に。 

第二部のみ実施された。 

2 時 45 分からはんしん自立の家の一階のホールで入居者の方々、ワイズのメンバーなどの約５０人の参加の

委員会活動・報告 

会長挨拶 
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もと被災地の方々を覚えて１分間の黙祷からプログラムは開始された。 

自立の家の理事長の挨拶があり、元カルガモ園の園長の辻本さんによる 

「ハナミズキのみち」の絵本の朗読、そして我がクラブの石田由美子会長とコナミグル

ープ・入居者の方々による「花は咲く」の音楽に合わせてのフラ。 

ホールに集まった一人一人が心を一つにして絵

本の朗読に聞き入り、花は咲くのフラをともに踊り

ながら被災地の方々に寄り添いの気持ちを持っ

て臨むひと時を過ごした。 

いずれ凧揚げは開催しましょうねと約束をして解

散。 

全てのプロフラムを終えた後、思わぬご褒美？元カルガモ園の園長辻本

さん手作りの美味しい蓬餅をいただきながら交流。よもぎの味が口いっぱ

い広がり寒さの中に春の音づれが大いに感じられた。 

                                                     多胡葉子 

 

 

かるがも園ホームカミング 2023 

 ２０２４年３月３０日（土）、さんだ子ども発達支援センター、かるがも園開設２５周年ホームカミング２０２３が開

催されました。 

コロナ禍があけて４年振り、制約なしの開催との事、最高のお天気の中、卒園生、在園性、保護者、関係者等

２００名以上が集まり、芝生の上、室内は大賑わいでした。 

 私は２０２０年５月から毎月１回、未就学園児たちのグループ療育の一環として初めての試みであるフラの時

間を持っています。少しずつハワイアン音楽に慣れ親しんでくる様子は励みになります。 

今回は関学神戸三田キャンパスフラサークル・マハロの４人が協力してくれま

した。 

教室で聞いて踊る（と言うか一緒に動き回る）耳馴染みのある２曲や「アロー

ハ」と言う 

挨拶も身近に感じて貰えたかなと思っています。 

関学神戸三田キャンパスはかるがも園とは地理的に近隣になりこれからも新

しい何かが出来るような繋がりが出来る事を期待しています。 

                                                    石田由美子 
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宝塚 NGO 活動紹介展報告 

２０２４年３月９日（土）・１０日（日）の両日、宝塚市国際文化センターにおいて宝塚 NGO 活動紹介展が開

催されました。 

これは宝塚市国際交流協会（TIFA）に所属する NGO 団体の活動を広く

紹介するために毎年行われているものです。 

今年は「ネパール教育開発機構」「JAC（バングラデシュ）日本はアジアの

国々と共に」「暁グリーンクラブ（タイ）」「学

生団体 Infinite Connection（ラオス）」「学

生団体 同志社 SALT（フィリピン）」「フィリ

ピン AKAY プロジェクトをともに創る会」「日本ベネズエラ友の会宝塚」「宝

塚ワイズメンズクラブ」の 8 団体がギャラリーで展示を行い、またホールでは

パワーポイント等映像を使い活動報告会が行われました。わが宝塚ワイズメ

ンズクラブは９日は多胡葉子メンが、１０日は石田由美子メンが報告を行

い、また展示場には両名の他、福家清美メン、福田宏子メン、青柳美知子メン、武田寿子メン、小林康男メン、

小林貴美子メネットが参加しました。 

またお楽しみタイムとして９日にはバンブーフルートの演奏や１０日にはポップンリンガーズのハンドベル演

奏があり、両日ともにたくさんの来場者がありました。 

９日には山﨑晴恵宝塚市長がご来場され、会場の皆様と親しくお話しされました。 

                                                      小林康男 

 

 

 

ポップンリンガーズ感動の演奏を披露 

～わくわく！そうぞう！たからんまつり～ 

3 月 31 日（日）の宝塚文化創造館にて開催された第 12 回たからん祭りにポップンリンガーズが出演し、満

員のお客様を前に「唱歌、春メドレー」「見上げてご覧」「オーバ

ー・ザ・レインボウ」「SING」「アメイジング・グレイス」を演奏し、沢

山の拍手でお客様から喜びと励ましの応援をもらいました。司会

を務めたお姉さんや舞台裏を取り仕切ったデレクターも感動の涙

を流して余韻にひたっていましたよ。ポップンの演奏は何度聞い

ても心に響く何かがあって、つい涙ぐんでしまいますね。それは

子ども達のひたむきな姿とお母さんと一緒

という演奏スタイル、それに選曲が素晴らし

いからだと思います。どの曲をとってもメロ

デイーラインが歌うように流れ、お見事としかいいようがありません。 

また、ポップンは 4 月 20 日の宝塚市政 70 周年記念式典において「文化功労賞」を授

与されることになっています。ポップン創立 20 周年の節目にとてつもない大きなプレゼ

ントが届きましたね。ポップン、おめでとうございます。 

若林成幸 
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神戸ポートクラブ 3 月例会に参加して 

 三月弥生もあと数日を残す、3 月 27 日、神戸ポートクラブの 3 月例会に、友人 3 名と共に参加しました。 

卓話・実技「和菓子の魅力」と題して講師は、3 年前我宝塚クラブにでも登場下さった、虎屋吉末：店主萬田

悠介さんでした。 

 桜の開花が待たれる昨今、桜等の春の和菓子が、学

生時代アメリカンフットボールで興じ、鍛えられたがっち

りした、丈夫な大きな手で、手品師の如く繊細な和菓子

が次から次と披露され、参加者全員が感心させられ、た

め息の嵐となった。 

 いよいよ我々の出番となり、餡子を丸めたり、くるんだ

り,おしたり、伸ばしたり、まるで粘土遊びに興じるある日

の時代に戻った幼児のごときであった。 

 ほとんどの参加者にとって、初めての経験で伝統的な和菓子の魅力を再発見できた例会であり、自作の和

菓子を抹茶でいただくのを思い浮かべながら、帰路へと足を運んだ。 

福田宏子 

 

 

 

 

 

第 3 の人生に彩りを 

4 月 1 日、兵庫県立阪神特殊支援学校にて辞令交付式が行われ、私の第 3 の人生が始まった。会社生活

40 年、ボランテイア生活 20 年を経て、再び給料がもらえる仕事に就こうと思ったのは、人生１００年時代には

いったというのに、75 才を過ぎると後期高齢者呼ばわりされ社会から阻害されていると思う次第。兎に角、高

齢を理由に一括りにして働く能力があっても、ただ年令だけで働く場所を準備しようとしない風潮が一般的だ

からだ。実年齢は行っていても体力年令や意欲は、昔の７０才代と変わらないと言って良いほど、現代の年寄

りは元気なのだ。まあ、一寸した抵抗かも知れないが、就職活動をしてみて、高齢者でも働くことができる場が

あることを知った。現代の求人広告は「男女の性別・年令制限」を採用条件にすることは出来ない。せいぜい

「50～60 才の人達が多い職場」といった表現で高齢者を拒んでいるケースが見られるが。流石、県立学校！ 

書類選考と簡単な面接、健康診断書で採用が決まった。当然、採用担当者の周囲には慎重意見があったよう

だが、「試用期間 3 ヶ月」をつけることで妥協が成立した。私も、体力的に不安がないとは言い切れないので、

兎に角 3 ヶ月をしっかり働き、それ相応の給料を獲得したいと思う。交付式の後、同期の男性 5 名と継続勤務

の女性 10 名余と懇談した。皆さんは一回りも二回りも年下の働き盛りの集団であったが、ワイズの集まりのよう

に親しく、協力し合える仲間になれるだろうか。やるしかない。頑張ります！  

若林成幸 

         他クラブ訪問 

 

       メンバーの近況 

会長挨拶 
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【YMCA ニュース】 

 いつも YMCA の諸活動にご理解、ご協力いただき、誠にありがとうございます。ＹＭＣＡは年度が４月始まり

となっていますので、新年度の維持会費納入のお願いに関するお手紙をお渡しいたします。2024 年度もご協

力いただけますと幸いです。年会費は 1 口 5,000 円（維持会員）からとなっています。何卒ご協力よろしくお

願いします。 

 また、2024 年度の神戸 YMCA 大会（総会）は、2024 年 6 月 22 日(土）10:00-15:00 の予定です。詳細は、

神戸 YMCA 大会実行委員会にて協議中です。確定次第、みなさまに共有いたします。 

                                                 連絡主事  橋本  

 

 

 

 

 

 

特に有りません 

 

                                                   ブリテン担当  長尾  亘 

編集後記 
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2024～2025年度役員

会　長 長尾　亘 Yサユース（長） 武田寿子

副会長 多胡葉子 　　〃 青柳美知子

副会長 福田宏子 　　〃 橋本　唯

書   記 若林成幸 EMC（長） 福田宏子

会   計 小林康男 　　〃 鯖尻佳子

　　〃 郡家　学 　　〃 若林成幸

直前会長 石田由美子 地域奉仕・環境（長） 多胡葉子

担当主事 橋本　唯 　　〃 風早寿郎

　　〃 清水栄治

会計監査 石田由美子 交流（長） 石田由美子

     〃 加藤光信 　　〃 眞藤広子

メネット連絡 小林貴美子 　　〃 福田素子

　　〃 福家清美

広報・ブリテン（長） 若林成幸

　　〃 長尾　亘

　　〃 重松えみり

　　〃 風早寿郎

TIFA担当 小林康男

　　〃 福家清美

じゃがいも 郡家　学

市民クリスマス 若林成幸

六甲部広報事業委員長 石田由美子


